
教材・教具の紹介（自作） 
 

１ 健康の保持  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

万歩計   

  

・ 卒業後の就労に向け

ての体力作り。 
・本人は、学校生活は

もちろん休日も散歩を

気にするようになり、

ウォーキングに取り組

むことができました。 

 

 

２ 心理的な安定  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

「今の自分って？」    

  

・今の自分について項

目ごとに整理し、客観

的に自分を知ることが

できます。  

・いつでもふり返るこ

とができるようにしま

す。一年後もう一度行

い変化を比べてみても

おもしろいと思いま

す！  

給食確認表 ・給食を食べることに

抵抗があるので、本人

が気になっていること

を視覚化し、わかるよ

うにしました。 

・本人の質問に対する

説明を、わかりやすく

視覚化しました。この

シートがあると、落ち

着いて座れるようにな

りました。 

振り返りファイル 

 

・視覚的に自分の頑張

りを認め、自信が持て

ます。 

・苦手な活動にも意欲

的に取り組めます。 

・振り返りの祭に花丸
をもらったりスタンプ
を押したりすることが
苦手な活動へのモチべ
ーションになっていま
す。記録が溜まってい
くため過去の頑張りも
振り返ることができま
す。 
・自分で頑張ったと思
えた時に「はなまるや
な」と伝えてくれるよ
うになりました。苦手
な活動に生徒の方から
誘ってくれることが増
えました。 



コースター 

 

・達成感を味わい自信

を持つ。 

・自分で考えて好きな

色を使ってできます。 

・30～60 分くらいの短

時間でできます。 

・制作した後に使用す

ることができます。 

 

 

３ 人間関係の形成  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等 
やさしくタッチ！カード 

 

 

 

 

 

・自分が日頃どのような

行動をしているのかを知

り、その行動についてこ

のカードを見ながら振り

返ったり、適切な関わり

ができるように促すこと

ができます。 

・教師集団でこのカード

を活用することで、担任

以外でも対象の児童生徒

に対して「優しく、心地

よい」関わりをわかりや

すく、また統一して伝え

ることができます。  

ソーシャルスキルトレーニング 

（ＳＳＴ）  
絵カード（連続絵カード）のワークシート  

・絵に描かれた状況や人

物の感情、言葉のやりと

り等について学習をした

後で、ワークシートに自

分の考えをまとめます。  

・文字で書くことで、学

習した内容や自分の気持

ちを整理しまとめること

ができます。自分と友達

との類似点や相違点を、

言葉のみよりも文字で書

いてあることで気づきや

すいことがあります。教

師は子どもの理解度や考

え方の特徴を把握する手

立てになります。  

色々な気持ちと 

その感情に合った状況絵  

  

 

・表情や感情の理解を深

めることができます。  
・①表情絵カードの神経

衰弱(表情に注目し、感

情の言葉と一緒に覚えま

す)②表情絵カードと教

師の表情写真のマッチン

グ(人の表情に注目し理

解を深めます)③表情絵

カードと状況絵カードの

マッチング(場面と感情

を照らし合わせ考えてい

きます)④教師によるロ

ールプレイングを見る

(状況絵で理解しにくい

場面を動画で見ることで

より理解しやすくなりま

す) 



持ち物確認リスト 

 

・学校の準備が自分でで

きます。 

・できたことを自分で評

価できます。 

・頑張ったことが自分で

もわかるように記録とし

て残していけます。 

 

４ 環境の把握  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

スクーターボード  

   

・前庭覚、固有覚、触

覚、視覚への刺激が与え

られます。加速刺激も入

力できます。身体像の形

成も促します。  

・手足を使って自ら進

んだり、フラフープを

持たせて引っ張った

り、回転させたりして

活動を楽しみます。  

ミニハードル  

 

 

 

 

・基本的な運動企画力

(足を上げる、またぐ、

跳ぶ)を育みます。 

・教室内で気軽に取り
組め、低めの高さ設定
と倒れてもすぐに直せ
る作りにしてあるた
め、失敗感や恐怖感を
感じにくいです。 
・足を上げる→またぐ
→跳ぶといった個々の
課題にそって取り組む
ことができます。 

どっちかな？  ・記銘、記憶、想起、推

測の一連の行動を通し

て、視覚認知や視機能を

高めることができます。 

・注視や追視といった

視機能の力をつけるこ

とができ、見えない物

を推測し、考える力を

つけることができま

す。 

・見比べる、見分ける

といった力をつけるこ

とができます。 

図と地の弁別課題 ・細部視知覚、視知覚弁

別力をつけます。 

・環境の把握の(５)認
知や行動の手がかりと
なる概念の形成に関す
ること。 
・「○○はどれ?」とや
りとりしながら取り組
んでます。教師の指示
に対応する。 
・簡単なものから複雑
なものまで段階を進め
ることができます。 
・物を弁別する力をつ

け認知面の向上へ繋が

ります。 



テーブル琴 

 

 

・音との因果関係を理解

することができます。 

・鈴がついているので

音がわかりやすいで

す。 

よくみてマッチング ・細部視知覚力の向上。 

・同じ物でも大きさの違

う物の弁別ができます。 

・微妙に形、色が違う物

の弁別ができます。 

・環境の把握の(５)認

知や行動の手がかりと

なる概念の形成に関す

ること。 

・視知覚力をつけるこ

とで写真カードの理解

にも繋がります。 

3点位置把握 ・キャラクターのカード

を使い、位置関係を整理

する力を高めます。 

・自立活動学習内容要

素表の P68～69 の内容

です。 

・斜めの位置関係の理

解に繋がるのではない

かと思います。 

・好きなキャラクター

だとやる気アップ！ 

・斜めの関係(時計の文

字盤等)の理解に繋がれ

ば良いなと思います。 

探しだそうアンパンマンと仲間たち ・図形の違いに気づいて

同じ図柄を探し出すこと

ができます。 

・教材の材料が手に入

りやすく、作り方も簡

単なので児童生徒の興

味関心に応じて、図柄

を変えることができま

す。 

・注視することや注意

の持続時間が高まるこ

と、生活における分類

の基礎となることを期

待しています。 

３色 色わけカード ・「あか」「きいろ」「あ

お」と発声した後に、同

じ色に分けることができ

ます。 

・カード取りしやすい

ように厚みを出すよう

にしました。 

・最初は2色から始めて

最終は 3 色の色分けを

目指します。 

色や絵カードの配置構成 

 

・二次元の構成の発展と

して同じ色やイラストを

同じ配置に構成すること

をねらった教材です。 

・虫食いの状態で提示

し、短期記憶に働きかけ

る教材としても活用でき

ます。 

・視覚的な短期記憶を

鍛えることで日常生活

における空間の捉え方

がしやすくなればと考

えています。（捜し物を

したり、簡単な地図を

見て理解できたり等） 



 

５ 身体の動き  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

ひっぱりおもちゃ 
・目と手の協応を促しま

す。  

・手指の巧緻性を高めま

す。 

・引っ張ります。 引っ

張る感触がおもしろく、

終わりがわかって見通し

が持てるようになりま

す。  

はがしてスッキリ  

   

・目と手の協応を促しま

す。  
・手指の巧緻性を高めま

す。 

・少し強めのマジックテ

ープをビリッ！とめくる

感覚が味わえます。  

ひも通し  

  

・手指の操作性を高めま

す。  
・集中力も高めることが

できます。  

・色々な形や色があるの

で楽しく取り組めます。  

靴紐トレーニング ・手指の巧緻性の向上や

靴紐を結ぶ手順を理解、

反復するのに有効です。 

・紐は付け替え可能とな

っているため児童生徒に

合わせた難易度調整がで

きます。蝶々結びの練習

と靴に紐を通す練習がで

きます。 

フタとめはずし  

   

・手指の操作性を高めま

す。  
・集中力を高めることが

できます。  

・物をひねったり回した

りする力がつきます。  

クリップとめはずし  

   

・手指の操作性を高めま

す。  
・集中力を高めることが

できます  

・クリップの種類は子ど

もによって変えることが

できます。クリップをは

さむ厚紙に模様や、はさ

む型を書いておけばより

意欲的に取り組めます。  

牛乳パック椅子  

   

・座位のための補助具を

使い自分で座れます。

（腰ベルトを装着し、座

面や腰、背中等必要に応

じてクッションを使用）  

・製作費用はタダです。

子どもの身体に合わせて

作ることも簡単です。  



ボタン留め外し 

 

 

・手指の巧緻性を高める

ことができます。 

 

・ボタンが大小になって

いたり、ボタン穴が縦横

になっていたりするので

いろんな場面を想定する

ことができ、日常生活動

作の練習にもなります。 

ワッシャー入れ ・手指の巧緻性を高める

ことができます。 

・目と手の協応動作を高

めることもできます。 

 

 

 

絵本の中の登場人物(フェルト人形) ・目と手の協応動作の力

を高めることができま

す。 

 

 

 

 

・触りやすい素材で意欲

的に触ろうとします。 

・柔らかい素材に触れる

ことで心理的な安定にも

つなげられます。 

箸つかみ ・手先の動きの向上と箸

の練習もできます。 

・対戦形式にしても盛り

上がります。また、指さ

しと数詞がずれて数を数

えることが苦手な生徒も

ゆっくり具体物を操作し

ながら丁寧に数を数える

ことができました。 

くるくるかたつむり ・目の前にあるものをし

っかり見て課題に取り組

むことが難しく、また手

先を細かく動かし微調整

することに課題のある生

徒に対して目と手の協応

や動きの調整をねらって

います。 

・スタートとゴールの位

置がわかりやすくなって

います。 

・友だちと向かい合って

持ち、協力してゴールを

目指すこともできます。 

南京錠開け ・手元をよく見て開ける

ことができないため、そ

れを取り出したいという

気持ちで意欲的に取り組

むことを目指します。 

・自立活動に意欲的に取

り組めるようビーズのキ

ーホルダーや手紙を書く

ためのボールペンの組み

立て、便箋のシール貼

り、封筒折り等好きな先

生へのプレゼントに必要

なものをそろえていく手

順にしました。 

ペットボトルの蓋開け閉め ・手指の力をつけること

を目指します。 

・たくさんあって十分取

り組めます。 

・壊れてもすぐに直すこ

とができます。 



バレーボールアタック ・目と手の協応動作。 

・腕の可動域を拡げる。 

・ボールを追視する力を

つけたり、関節の可動域

を拡げることで、姿勢の

改善や体幹を強化できま

す。 

ペットボトルキャップで絵合わせ 

 

・目と手の協応。 

・手指の巧緻性。 

・児童生徒の好きなキャ

ラクター等のシールを使

った絵合わせ。 

・作業において集中力が

つく。 

・仕分けの片付けの基本

が身につく。 

ポットンおとし 

 

 

・目と手の協応動作。 
・ものをつまんだり、穴
に入れたり、ペットボト
ルの蓋を開けたり、ファ
スナーを開けたりする活
動を通して手指の巧緻性
向上。 
・集中力をつける。 

・目をつけたので可愛く
なり、児童生徒のやる気
が上がりました。ファス
ナーを開けることで中の
物が一気に取り出せま
す。縄跳びの紐の色が綺
麗で柔らかいのでよく見
て入れないと穴に入れに
くいです。ペットボトル
の蓋を二重にして高さを
出したので握りやすいで
す。物を左手で持つ練習
のため、底に丸みをつけ
て自立できないようにし
ています。 
・気が散りやすいので手
元をよく見て一人ででき
ることが増えました。食
器を左手で持てるように
習慣付ける効果も期待し
ます。 

自動販売機 ・肢体不自由児生が引っ
張ると言う動きでジュー
スを取り出す活動ができ
ます。ジュースを買うと
いう生活場面に興味関心
を持つことを期待してい
ます。 

・自分のできる操作でジ
ュースを取り出せるよう
な教材を考えました。ボ
タンを押すことが難しい
児童生徒に、目立つ色の
柔らかい紐を引っ張るこ
とでジュースを取り出せ
るように考えました。 
・キャリアの教育の「役
割」「買い物」の視点か
らの学習を考えました。
｢役割｣では、お使いを頼
まれるというお手伝い、
「買い物」では、お金を
入れるとジュースを買う
ことができると言う学習
内容。般化の視点として
は「お手伝いができた」
→「お礼が伝えられる」
→「嬉しい」→「またお
手伝いやってみよう」を
考えました。 



 

６ コミュニケーション 

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  
吹く練習シリーズ  ・吹く練習により呼気、

吸気のコントロール力を

つけることができます。  

・口に物をくわえるのが

苦手な子は、風車やお花

紙で練習します。吹く力

が弱い場合、お花紙だと

少しの息で変化が見える

のでわかりやすいです。  

ｉＰａｄでマカトンサインの練習  

   

・正しいマカトンサイン

を覚える。 

・できるマカトンサイン

を増やしたり、言葉とマ

カトンサインを一致させ

たりします。  

・ｉＰａｄを使うことで

意欲的に取り組むことが

できます。 

・ｉＰａｄを自分で操作

することができます。 

・両手を使って教えるこ

とができます。  

パン○○ください ・教師とコミュニケーシ

ョンを取りながらでき

る。 

・児童生徒の好きな実物

の写真を使用することで

学習意欲を持たせること

ができる。 

こんな時どんな気持ち？ ・自分の気持ちに気づ

き、イメージします。 

・実際に起きた時の対処

に繋がります。 

○×意思表示カード ・することに対して、し

たい→○、したくない→

×。欲しいものに対して

いる→○、いらない→×

を選んでもらいます。 

・カードを見えやすい場

所や手の届きやすい場所

に提示し○を見せて「す

る」、×を見せて「ない」

と聞きます。意思表示の

きっかけとして活用して

います。 

・色々な場所で活用でき

ます。 



SoundingBord ・より多くの人(指文字

やマカトンサインがわか

らない人)に自分の意思

が伝わるように、iPadを

利用したコミュニケーシ

ョン能力を高めます。 

・児童生徒のコミュニケ

ーション能力に合わせ

て、言って欲しい言葉や

台詞を教師側で自由に作

ることができます。 

・文字や音声、写真、イ

ラストを挿入することが

できます。 

・無料アプリですが、な

かなか使い勝手が良いで

す。 

シール貼り ・指示理解、指示行動。 ・花火を作る→「赤を貼

ってください」の様な指

示を聞いてその色を貼り

ます。完成図が綺麗なの

で楽しいです。シールを

貼る枠があるので、枠を

見ながら手先の動きが必

要となります。 

復活じゃんけん列車 ・じゃんけん列車で負け

て後ろに並んだ子どもで

も前の子どもが次に勝っ

た場合、復活して初めか

ら参加できます。少人数

でも楽しめる活動です。 

・見る活動を少なくする

(新たに参加する)ことが

できます。実際の場面で

は、前の子どもに「お願

い勝って」と応援し、協

力し合う様子も見られま

した。ほぼエンドレスで

活動を続けることができ

ます。 

ヒントカード ・質問に反響言語で答え

る生徒に対して自分の気

持ちを踏まえた上で、返

答できることをねらって

います。 

・給食は苦手なものも我

慢して食べたり、出した

りする。嫌いな時には

「減らしてください」と

言えばいいことがわかる

ように示しています。 

・生活の中で必要な事柄

に絞り活動内容ごとにカ

ードの色を分けている。 

・いつでも使えるように

リングに通してまとめて

います。 

・受け身で指示された通

りに動くし、逆に指示が

なければ動かない生徒に

対して、ヒントカードを

見て自ら動いて他者に発

信できるようになってほ

しい。また、好きなこと

を自ら選んで楽しめるよ

うになってほしい。 



平仮名ボード ・平仮名の読み方、文字

を覚えるのに使用してい

ます。 

・「雨のあ」等声に出しな
がら、チップをはめてい
きます。操作しながら楽
しく学習に向かうことが
できます。 

どうぶつ絵あわせゲーム ・「○○くん、△△のし

っぽください」等、定型

文を使用することで文で

話す力や好ましい言葉の

使い方を身につけます。 

・簡単なゲームにするこ
とで楽しんで意欲的に取
り組むことができます。
最初は手落ちのカードを
オープンにし、慣れてく
るとカードを隠す等、難
易度にも変化をもたらす
ことができます。 
・日常生活でも「○○さ
ん、△△ください。」等と
言うように伝えることで
相手を意識し、適切な言
葉遣いで伝える力がつく
と考えます。 

平仮名文字を使いこなすための   

グッズ 3種 

・平仮名習得済みで発語
がない生徒が平仮名をコ
ミュニケーション手段の
一つとして使えるように
なるための教材です。 
 

➀いろいろな種類の平仮
名文字を準備し、興味関
心を持続させます。 
②頻繁に使う言葉だが、
まだ自分で平仮名表の文
字を指したりするのが難
しい言葉は「カード」に
しておく。ラミネート加
工の上から書いているの
ですぐに消せ、新しい言
葉に変えることが可能で
す。 
③iPadは誘惑が多く、遊
びになってしまいがちな
ので iPadアプリの画面を
印刷したものでまずは練
習します。ラミネートを
しているので、丈夫なだ
けでなく頻繁に使う言葉
にはペンで印をつけヒン
トを与えることができま
す。すぐに消せるので新
しい言葉も即対応できま
す。 

コミュニケーションカード 

 

・ジェスチャーやサイ

ン、発声では伝わらない

ことを正しく相手に伝え

ることができます。 

・ジェスチャーやサイン

では伝わらないことをカ

ードにして伝えることが

できます。本人の好きな

ものや、よく表現するも

のを写真カードにしてい

るためより具体的に伝え

たいことを自分の中でイ

メージすることができま

す。 



 

その他  

 心理的な安定・人間関係の形成 

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

自分で決める！ ・切り換えが難しく、

教室に入りにくい生徒

に対して、見通しをも

てるように、そして自

分のやりたいことをし

て楽しむ。そして評価

してもらい、自己肯定

感を高め集団参加へと

繋げていくことをねら

っています。 

 ・一日のスケジュール

を確認できるページと、

一つの授業の中で何に取

り組むか、自分で選択し

決定し実行。できたら花

丸をもらい、達成感がも

てるようにしています。 

・高等部では教科ごとに

担当教員が変わるので、

連携して取り組んでいま

す。 

すごろく 

 

 

・自分の好きな物や苦

手な物がわかる。 

・場に応じた行動を考

えることができる。 

・自他の考えの相違に

気づく。 

・すごろくのマスは色分

けしてその色の質問に答

える形式にしているた

め、児童生徒の実態に合

った質問を用意すること

ができます。 

・友達と一緒に取り組む

ことで自分の考えと友達

の考えの相違に気づくこ

とができます。 

・場に応じた適切な行動

がわかり、自分から行動

を調整しようとします。 

・自他の気持ちの違いに

気づくことで自分の気持

ちを押し通すことが減っ

たり、友達に勝ちを譲っ

たりすることがみられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 



 

心理的な安定・コミュニケーション 

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

1日の予定 ・登校日に 1 日の予定を
確認し、その日の活動に
見通しを持つ。1 つの活
動が終われば教師に○や
コメントをもらうことを
楽しみに苦手な活動にも
気持ちを向けることがで
きます。 

 ・予定の見通しだけで
なく、コミュニケーショ
ンツールとしても活用
し、自分自身の気持ちや
要望を予定表を介してコ
ミュニケーションが図れ
ます。 
・担任だけでなく、授業
の担当者とも予定表を介
してやりとりができるよ
うになります。 

自立活動の個別スケジュール ・課題やスケジュールを
理解し、見通しをもって
取り組めます。 
・お楽しみの活動等で教
師とのやりとりをしま
す。 

・小さなカードは紛失し
ても大丈夫なようにあら
かじめたくさん作りまし
た。 
・このスケジュールを使
いながら準備や片付けの
指導も行いました。自分
から取り組んでくれる場
面が増えました。 
・自己調整や自己決定の
力を高められることでよ
り豊かな生活を送れるの
ではないかと思います。 

コミュニケーションブック 

 

・見通しを持てたり、自
分の気持ちを伝えたりで
きます。 
 
 

・生徒の課題に合わせて
どんどん進化していきま
す。 
・これを活用することで
生活の中で自発的にコミ
ュニケーションをとり、
伝わる喜びが味わえるこ
とを目指しています。 

こんなときどうする？どんなきもち？ 

 

・困ったときの伝え方や
行動のしかたを知り、自
分で対処する経験を積む
ことができます。 
・いくつかの気持ちを知
り、自分や相手の気持ち
を考えたり答えたりでき
ます。 

・ワークシート(個人用)
は選択肢有りバージョン
と無しバージョンがあ
り、児童生徒の実態によ
って使い分けできます。
集団用は「自分はこう思
うが相手はこう思ってい
る」ことを考えたり認め
合ったりできるようにし
ています。 
・イラストを選択した
り、言葉で伝えたり、ワ
ークシートに記入するこ
とで同じような場面や似
たような場面で適切に対
処する行動が見られまし
た。 



 

心理的な安定・人間関係の形成・コミュニケーション  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

気になること  

  

・自己理解、他者理解。  ・即時評価、振り返りの

ツールになります。客観

的に自分を見つめること

が可能です。  

 

 

 

 

 

 

ＳＳＴ 
（人との接し方、関わり方、色々な約束、ルール）  
   

・表情理解を通して自分

の気持ち、人の気持ちに

気付く。気持ちの安定を

図り、色々な活動ができ

ます。 
・状況に応じたコミュニ

ケーションが図れます。  

・個々の実態に応じて正

しい行為等について具体

的に示すことで、理解を

促しやすくしています。

少し操作できる部分を取

り入れることで、より注

目して聞き、意識できま

す。自立活動の時間以外

においても、すぐ取り出

し、振り返られるように

しています。  
マッチングシート ・本生徒の障害特性から

視野による支援が有効と

考えられます。 

・イラスト↔言葉との双方

向での学習が可能です。 

・常に全ての項目を使用

するのではなく、状況等

に応じて必要なものを選

択して使用することがで

きます。 

・学習上のマッチングは

クリアしても、例えば

「しんどい」とはどのよ

うな状態なのかをその場

で確認して、本生徒が実

感することで般化に向け

て定着が可能かを考えら

れます。 



どうしていこう？        
企画書を作って考える 

・コミュニケーション

（言葉での会話）に課題

のある生徒に、どうやっ

たら良いかを教師と相談

しながら｢活動計画｣を立

て、その中で自身の考え

の特徴や状況に応じた対

応を具体的に考えていく

ことをねらっています。 

・企画書を協働して作成

することで活動の一連の

流れで何が起こるのかと

いうことに見通しをもつ

ことができます。また、

生徒にとって不安である

「何か起こったらどうし

たら良いのかわからな

い」ということを話し合

う中で、一つ一つ具体的

に対処していくことで本

人の不安を解きほぐし、

「よし、やってみよう」

という勇気へと繋げてい

くことができます。企画

書はあくまでも【子ども

－企画書－教師】の三項

関係を築き会話への緊張

と不安を和らげ、同じも

のに向き合い記録を取り

ながら進めるためのツー

ルであり、重要なのは提

案と交渉を重ね、本人が

安心して活動に取り組め

るように具体策を一緒に

立てることです。 

どんな気持ち？ ・小学校自閉、情緒特別

支援学級で取り組みまし

た。 

・色々な気持ちの理解、

自分の経験を気持ちのカ

ードを使いながら振り返

ることができることをね

らいました。 

・イラストにダジャレを

いれたので、クスッと笑

える要素があります。 

（特にマイナスの感情は

笑える要素があると気持

ちが外在化しやすいそう

です） 

・自立活動(集団)で単元

として取り組み、自分の

気持ちを振り返る時や、

物語の中で主人公の気持

ちを考える時等、自分か

らイラストの中から探そ

うとする児童生徒がいま

した。ワークシートで、

①気持ちについて知る(気

持ちカード探し)②気持ち

クイズ③色んな気持ちワ

ークシート④クイズを作

ろう(気持ちぴったんこク

イズ) 

 

 

 



 

 心理的な安定・人間関係の形成・環境の把握 

予定表チェックシート 

 

・係の仕事で決める予定

表の変更を自分で気づい

てできます。 

 

 

・シールをもらうことを
楽しみにし、積極的に取
り組むことができるよう
にしました。 

 

 

心理的な安定・人間関係の形成・環境の把握・コミュニケ

ーション  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

トータス（１０+）  

  

・友達の対戦式のゲーム
を通して、注意を持続さ
せ集中して活動に取り組
めることを目指しつつ、
移り変わるゲームの場面
や対戦相手の状況を理解
して心理的抵抗を軽減、
応援等の相手に配慮した
言葉遣いやコミュニケー
ションを行えるよう教材
を設定し実施しました。
また数学で身につけた力
を活用することで「でき
た」という意欲やさらな
る計算力の向上を図るこ
とができます。 

・制作時間はかかるがコ
ストは二百円程度。 
・数字ごとに色を決め視
覚的にも判別しやすいよ
う工夫。 
・足し算と神経衰弱を組
み合わせたゲームのため
難易度は高いが、その分
ゲーム性は高く対象生徒
が興味関心を持って取り
組むことができている。 
・紙コップを重ねること
で「10のまとまり」や獲
得数を視覚的、動作的に
も判断しやすい。 
・相手のターンにも、一
緒に計算したりカップの
位置を覚えたり、主体的
にゲームに参加する機会
があり、互いに「足した
ら〇〇だね」等やりとり
が生まれています。さら
にゲームを優位に進める
ためには集中したり注意
を持続させたりする必要
があるため、生徒が集中
している時間が長くなり
ます。 
・コップを重ねる感覚が
気持ちいい→片付けも楽
しい！ 

   



 

心理的な安定・環境の把握・身体の動き 

チップの袋詰め 

 

 

・手指の巧緻性や色の把

握、弁別を通して色覚へ

の認識能力を高めます。 

・決められた色や数を繰

り返しの手順で揃えるこ

とで心理的な安定を図り

ます。 

・様々な特性に応じてね
らいを定めることができ
ます。手順を理解すると
一人で取り組むことがで
き主体性を高めることが
できます。繰り返しでき
ることで見通しが持ちや
すいです。 
・手指の巧緻性を高める
ことで課題や活動範囲を
広げることができます。
ルーティーンワークに見
通しを持つことで学習の
導入等で落ち着いて取り
組むことができます。 

 

 

心理的な安定・人間関係の形成・環境の把握・コミュニケ

ーション・身体の動き 

ミサンガ 

 

 

・手指の巧緻性向上。 

・周りの環境を見ながら

集中力を継続させます。 

 

・教材に取り組む時は、
机を円形の配置にして行
っています。周りを見な
がら作業を行うことで細
かい作業が苦手な生徒、
集中力が短い生徒、コミ
ュニケーションをとるの
が苦手な生徒が、友達の
様子を見ながらどのよう
に工夫して制作している
かを見たり聞いたりで
き、周りが集中して取り
組んでいる中で自分も頑
張ろうとする意欲を引き
出す等、それぞれが苦手
なことを同じ教材を活用
することで取り組むこと
ができています。 
・苦手なことにも根気強
く取り組み、集中力を高
め、自分なりの工夫をし
ながらできることを増や
していくことを期待して
います。 

 

 

 

 



 

人間関係の形成・環境の把握 

名 称 及び 写 真 ねらい 
使い方・アピール

ポイント等 

リモコンコンセント 

(マルチスイッチ化) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・肢体不自由の児童生徒

が、家電機器に近づかな

くても家電の電源のオ

ン、オフを行うことがで

きる。また、児童生徒の

実態に応じたスイッチを

接続することで活動の幅

が拡がります。 

・リモコンリレーという
直接的に家電、機器と接
続し、ビックスイッチを
活用することができる製
品は多くあるが、遠隔で
家電製品のオン、オフを
行うリモコンコンセント
で様々なスイッチを活用
できる製品があまり見当
たらなかった。また、
様々な活動の中で、肢体
不自由の生徒が家電製品
を扱う際に、コンセント
との距離や安全面、姿勢
の問題等、近づいて電源
を操作することが困難な
状況があるということを
知り市販品のリモコンコ
ンセントを改良し、様々
なスイッチを接続し使用
できるようにした。知的
障害のある児童生徒につ
いても、複数あるスイッ
チの中から選択すること
が難しい場合でも、シン
プルな構造のスイッチに
置換し、操作することが
できると考えました。 

 

 

人間関係の形成・環境の把握・身体の動き  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

じゃんけんルーレット  
 

・「ルーレットを回すた
めに必要な手指の動作
の獲得」「じゃんけんの
概念の形成」「色やじゃ
んけんの手の形の判
別」等基礎的な概念の
形成も図る。他者との
かかわりを拡げ、集団
での遊びに参加できる
ことを目指します。  

・制作コストがほぼ０
円。持ち運びが手ごろな
サイズのため、外での活
動にも持っていけます。
キャップ下部分のストロ
ー部分の長さを調節する
ことで回転強度を調整で
きます。  



 

人間関係の形成・身体の動き  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

ヤカーリング  

 

・的をねらって友達と

ゲームを楽しむことや

的に近づけるための力

加減を考えることをね

らっています。 

・軽いので少しの力で動

かすことができ、誰でも

楽しむことができる。傾

斜をつけると車いすの児

童生徒も扱うことができ

ます。 

 

 

人間関係の形成・コミュニケーション  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  
ソーシャルスキルトレーニング 

（ＳＳＴ） 
すごろく  
 

・すごろくゲームを通じ

て、ＳＳＴの学習を行い

ます。  

・子どもは楽しいゲーム

の中で自由に意思を伝え

ながら進めていきます。

子どもの発達段階や特徴

に合わせ、教師が課題を

考えてその子独自の問題

を考えることができま

す。  

「～と言えば」  

  

・相手の話を聞かずに一
方的に話すことが多い子
どもや、言葉を知ってい
るがそこからイメージが
拡がり難い子ども達が、
相手が伝えた言葉を聞い
て、それに合った言葉を
イメージし伝える力を高
めることができます。 

・当初は最初に出てきた
言葉のイメージや自分が
言いたいことに引きずら
れて、直前に相手が話し
た言葉と無関係な言葉を
伝えることや、言葉が思
いつかずに怒ってしまう
ことがありました。学習
を進める中で、相手の言
葉に合った言葉が考えら
れる、「わからないからヒ
ントちょうだい」等伝え
られるようになってきま
した。 



１分間トレーニング 
（数字・文字・記号等）  

  

 

・集中力の継続。友達や
教師を意識し、合わせ
る。相手が聞き取りやす
い声の大きさやスピード
等を調整する力を高め
る。相手が話したことを
正しく聞き取り、適切に
処理して応える力を高め
ることができます。  

・友達や教師とペアで行
います。活動開始当初、
読み手は相手を見ずに自
分のペースで読み進んで
しまうことがあったり、
聞き手は読み手が読み始
めても知らないふりをし
たり、相手の読むスピー
ドに付いていけずに黙っ
て困ったり怒り出すこと
がありました。活動開始
前にそれぞれ目標を決め
て、「相手が書くのを見な
がら読む」「相手が分かり
やすいようにゆっくり読
む」「わからない時はもう
一回いってください」と
伝える等それぞれが気を
付けることを意識して読
むことで改善していきま
した。  

コミュニケーションブック ・自発的に要求や、教師
とやりとりをねらってい
ます。 

・一つのイラストカード
（単語）を渡すだけでな
く、二つ三つを組み合わ
せて、二語文、三語文で
要求する学習にも活用で
きます。 

きっかけ言葉 ・自信をつけて自分から
の発言や行動を増やすこ
とをねらっています。 

・日常生活で怒りそうな
場面を設定します。「話し
かける言葉」と「話しか
けられる言葉」を考えて
からロールプレイをしま
す。ロールプレイをする
ことで良い例や、悪い例
等が視覚化することがで
きます。他者からの評価
や意見をもらうことで自
信に繋げることができま
す。 

・場面を変更したり回数
を重ねたりして人とのコ
ミュニケーション力に繋
げたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 



 

環境の把握・身体の動き  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

しぼるん棒 1号・2号  

  

・しぼるん棒１号により 
「絞る」動作を身につけ
るとともに、手首や腕の
回内・回外の可動域を拡
げる。さらに、しぼるん
棒２号により「トルク
（棒状の物体をねじる 
方向の力）をかける続け
られる筋力の向上を目 
指します。また動作と回
転の方向や色、時間を示
す言葉等を関連付けなが
ら指導することで基礎的
な概念の形成も図ること
ができる。  

・制作コストが安い！百
均で手に入るもので作る
ことができます。 
1号：木製ねじ、ナット、
強力接着剤、棒、ドリル
2号：竹製水鉄砲、事故
防止クッション材、強力
接着剤 
・対象の生徒は手が汚れ
ることに対する嫌悪感を
持っているため、手触り
の良い自然素材を活用。 
・トルクするためにかか
る負荷や力のかけ具合を
クッション材の弾性や印
の位置により調節できま
す。  

魚釣りパズルゲーム ・イラストのマッチング

だけでなく、各パズルの

ピースを釣って手にする

という二重の楽しさを味

わうことができます。 

・パズルのピースはマグ
ネットシートにカラーイ
ラストを貼ったもの、釣
り竿は割り箸と糸の先に
丸磁石を付けたもの、土
台はホワイトボードに白
黒のイラストを貼ったも
の。「パズルが好き」、「釣
りが好き」の両方のニー
ズに応えた教材です。イ
ラストを好きなものにす
ることでよりやりがいを
感じることができます。
釣り竿を使うことで手首
の動きや、パズルのピー
スをくっつけるために手
先を見て活動することが
できます。白黒にカラー
のピースをはめていくの
で、難しいかもしれませ
んが、わかったところを
手がかりに完成させてい
くことができます。 
・釣り竿を使わなければ
ならないので、二重の活
動があるがその分達成感
を味わうことができま
す。 

ペグ差し ・手指の操作性の向上や

見る、見比べる力の向上

をねらってます。 

・アイスキャンディー容

器や歯ブラシ立てを使

用。歯ブラシ立てのペグ

に使っているのは、食用

保存に袋を止めるもので

す。 



輪通し ・手指の操作性の向上や

見る、見比べる力の向上

をねらってます。 

・ペーパーフォルダーと

アヒルの輪入れの輪を小

さくなるにつれ内径が小

さくなり、通す難易度が

変わります。ヘアゴムも

輪として使用し、柔らか

いので持ち方を気をつけ

ないと上手く輪を入れる

ことができません。 

文字を用いた学習 ・「見る力」①文字単語

と絵を結びつける。②単

語を構成する文字を選択

し順番に並べる等、｢単

語の視覚的な弁別力｣を

学習すると同時に、音韻

意識や音韻抽出等の「聞

く力」を学習しながら、

見て聞きながら「覚える

力」に繋げていきます。 

・各パーツの裏にマジッ

クテープが付いているた

め、複数の情報量からパ

ーツを選択し、それを指

で取り指定の場所に貼っ

てもずれ落ちず、付けた

り外したりしながら様々

な単語を繰り返し学ぶこ

とができます。また、平

仮名の書写はラミネート

をしているため、ホワイ

トマーカーで反復練習が

できます。 

バスケットゴール ・高さを調整することが

できるので、一人一人に

合わせることができる。 

・上肢の動きが難しい生

徒でも、自分でボールを

入れる体験をすることが

できます。 

・バックボードをつけて

高さも調節できるように

しました。また、引っ張

る力によってマグネット

の強度を調整することが

できます。 

・運動会でも使用しまし

た。 

手の操作グッズいろいろ ・手指の操作性、目と手

の協応性を高めることを

ねらっています。 

・フェルトの蛇は難易度

が調整できます。色等で

教師と野やりとりの場面

も設定できます。 

・児童生徒の好きなキャ

ラクターで、モチベーシ

ョンをもてるようにして

います。 

・クリップの課題は力の

加減を調整するねらいも

あります。 

ジオボード ・簡単に準備することが

でき、見る力と手指の巧

緻性を伸ばすことが期待

できる課題です。 

・市販のパンチングボー

ドにペグを刺したボード

を 2カ所準備し、一方に

見本の形(三角形、四角形

等)をカラーゴムで表した

物を掲示し、児童生徒が

同じ形を再現する課題で

す。 



指先のトレーニングの課題 ・親指と人差し指の力を

付けます。 

・一定時間集中すること

を目指します。 

・わかりやすく取り組み

やすいです。 

ころころしゅーと 

 

・ゴールをねらって手の

向きや、距離を考えて強

さを調整することをねら

っています。 

・クラス全員でできる簡

単なゲームです。 

・得点が僅差の結果にな

るのでドキドキしながら

友達がしている様子を見

ています。 

お弁当づくり 

 

・目と手の協応動作や手

指の細かい操作をねらっ

ています。 

・親しみのある｢食べ物｣

を題材に選んでいます。

結構小さいので細かな手

指の動きが要求されま

す。 

・将来事業所にいった際

に、袋詰め作業等で見本

通りにやる、指でつまん

で入れる等を期待してい

ます。 

むいむい（いもむし）つり 

 

・空間認知（左右、奥行
き等） 

・手指の巧緻性の向上。 

・方略の思考。 

・木のおもちゃの一番の
魅力は癒やしの効果があ
るのではないでしょう
か。冷たくもなく熱くも
なくほどよい温度と適度
な柔らかさ、香り、音、
そんな癒やし効果抜群の
木のおもちゃにわくわく
する、まずそれがポイン
トです。引っ付き棒をそ
っと入れてみると磁石の
力でいもむしがぴったり
と棒にくっつきます。指
で取り出すと指先を使う
練習にもなります。いも
むしでいもむしをとって
も良いですし、やり方は
様々です。取り出したい
もむしは他のいもむしと
繋げることもできるので
長く連結して遊ぶのもお
すすめです。付けたり外
したりするのも両手を扱
う練習にもなります。 
・連絡袋のチャック紐を
つまむ→引っ張る。立体
視、物の距離感を掴み取
りたい物をスムーズにと
れる。給食で食器等を持
ったり操作したりするこ
とに繋げます。 



 

環境の把握・コミュニケーション  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

マッチング・文字学習・マトリクス・

数等の学習のための汎用カード 

   

・位置や空間把握力をつ

けることができます。 
・言葉の理解、発声、発

音、言葉の表出を促すこ

とができます。 

・カードに厚みを持たせ

ていることで操作しやす

いです。 

・透明のケースを使用す

ることで、マッチングか

らことばの作成へと段階

的に取り組めるようにな

っています。 

 

 

身体の動き・コミュニケーション 

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

大好きな動物を折ろう！   ・注意喚起ができる、助

けを求められる、自分で

最後まで課題を終わらせ

ることができる、をねら

っています。 

・生徒の好きな折り紙を

題材にすることで大変積

極的に取り組む様子がい

られました。手先の動き

の練習になるとともに、

本生徒の課題である「先

生」と呼ぶ、「手伝って」

と伝える場面を作り出す

ことができました。行程

が一つ終わると指示待ち

の状態だったのが、課題

を最後まで終わらせ、「で

きました」と伝えられる

ようになりました。 

・普段の生活の中でも

「手伝って」と伝える姿

が見られました。 

 

 

 

 

 



番外編 

段ボール収納 材料：段ボール、ガムテ

ープまたは養生テープ 

 

強度や汚れ予防に周りに

透明のテープ等でコーテ

ィング。 

・収納としても使えるこ

とはもちろん、個人用に

用意し課題を入れて置く

ことで児童生徒が自主的

に自立活動に取り組むこ

とができます。 

 

 


